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情報リテラシーという概念は Zurkowski が 1974 年に提唱したものが初出と言
われている(5)。その後、以前から大学図書館で実施されていた図書館利用教育
と、新しく提唱された情報リテラシー教育の関係について議論され続けてきた





“recognize when information is needed and have the ability to locate, evaluate, and 
use effectively the needed information” 
その後、ALA は 2000 年に”Information Literacy Competency Standards for Higher 









た。図書館情報学分野の学術雑誌の 1 つである“Reference Services Review”では、
1973年から“Library orientation and instruction”というタイトルで、英語で書かれ
た図書館オリエンテーション及び図書館利用教育の論文を毎年収集し、レビュ
ーを行っている(10)。1995 年からは情報リテラシーの習得が図書館の動向とし
て増加し始めたことから、タイトルを“Library Instruction and Information Literacy”
に変更している(11)。最新の”Library instruction and information literacy 2016”で
























領域 2：サービス案内 図書館オリエンテーション、館内見学ツアー 













































































































































information literacy AND (academic library OR academic libraries OR university library 
OR university libraries) AND (school library OR school libraries) とした。検索に該当
した 11 件の論文のうち、本研究に関係がある文献の、引用文献および被引用文









“Information Literacy Standards for Student Learning”という基準を発行している
(26)。また、AASL と ACRL(米国大学・研究図書館協会)のタスクフォースによ
る”Blueprint for Collaboration”が 2000 年に公開されている(27)。”Blueprint for 
Collaboration” で は 、 推 奨 事 項 と し て ”Collaboration” 、 ”Joint Association 
































































































































































































































調査対象大学 調査年月日 調査対象者 
中央大学 2017年 7月 8日 職員(図書館経験者)(1 名) 

























市にある日本の私立大学であり、6 学部 7 研究科で構成される総合大学である。
「中央大学基礎データ」によると、2017 年 5 月 1 日の時点で、学部生は 24,880













































































































































































































ド、大学図書館名、所在地、大学図書館 Web サイトの URL 等が記載されてお
り、国内の図書館を網羅している名簿である。 
2017 年 8 月 25 日に Web フォームを用いて実施した予備調査への回答と回収
率を踏まえた上で、予備調査の対象大学を除く、名簿に記載されている大学から
500 大学の中央館を単純無作為抽出して、8 月 31 日に質問紙を郵送した。回答
期限は 9月 18日としたが、回収率が予備調査を大きく下回ったため有効回答と

























































設問番号 設問内容 回答形式 
設問 1 1. 図書館オリエンテーションを実施していますか。 単一回答 
設問 2 2. 案内する内容はどれですか。 複数回答 



















設問番号 設問内容 回答形式 
設問 5 5. 講習会等を実施していますか。 単一回答 
設問 6 6. 指導内容(テーマ)はどれですか。 複数回答 




















表 6 学科関連指導・学科統合指導に関する質問項目 
設問番号 設問内容 回答形式 
設問 9 9. 学科関連指導を実施していますか。 単一回答 
設問 10 10. 指導内容(テーマ)はどれですか。 複数回答 


















































































設問 22 から設問 28 は、図書館における情報リテラシー教育の高大接続とい
う質問項目である(表 8)。予備調査の結果を踏まえ、設問 22から設問 25は文科
省調査の回答項目に加え「行っていない」「分からない」を加えている。 
 
表 8 図書館における情報リテラシー教育の高大接続 





































設問 1「1. 図書館オリエンテーションを実施していますか。」の集計結果を表 









実施している 82.5% 59.2% 
 
設問 2「2. 案内する内容はどれですか。」の集計結果を表 10 に示す。付帯調
査と比べると、「行事(講習会など)」が 17.8%から 32.1%に、「自館ホームページ」
が 53.8%から 66.3%上昇している一方で、「レファレンスツール(種類・配置など)」















施設・設備(配置など) 96.9% 94.7% 
蔵書目録(OPAC)、(配置・利用法など) 88.6% 85.5% 
レファレンスツール(種類・配置など) 51.8% 63.5% 
利用規定(開館時間、貸出冊数など) 92.7% 92.2% 
利用マナー 85.5% 87.1% 
行事(講習会など) 32.1% 17.8% 
自館ホームページ 66.3% 53.8% 




設問 3「3. 実施する形式はどれですか。」の集計結果を表 11 に示す。付帯調










講義形式(実演を含む) 67.9% 56.2% 
ツアー形式 77.7% 75.5% 
上映形式(ビデオなど) 14.0% 18.3% 
演習形式 36.3% 19.9% 
その他 5.2% 0.9% 
 
設問 4「4. [(1)で「実施していない」とした場合のみ回答]実施していない理由






















レファレンスカウンター等で個別に対応している 41.5% 57.2% 
カリキュラム・時間割の関係で実施時間の確保が難しい 7.3% 9.3% 
実施場所(会場)の確保が難しい 7.3% 1.0% 
施設・設備や機器、資料が不十分 2.4% 2.6% 
職員が忙しく、人手不足 17.1% 11.9% 
職員の指導力が不足 2.4% 1.9% 
図書館内の理解が不十分 0.0% 0.7% 
学内の理解や教員との連携・連絡が不十分 7.3% 3.3% 
実施しても効果が少ない 2.4% 1.7% 
参加(希望)者が少ない 7.3% 3.5% 
計画中・準備中 2.4% 4.1% 
その他 9.8% 5.7% 
 
4.2.2. 講習会 
設問 5「5. 講習会等を実施していますか。」の集計結果を表 13 に示す。付帯






























一般的情報探索法 65.4% 52.6% 
主題別・専門別情報探索法 47.2% 45.6% 
自館 OPAC 検索法 72.3% 66.0% 
データベース検索法 94.3% 80.0% 
インターネット利用法 25.8% 32.6% 
電子ジャーナル利用法 63.5% 47.2% 
情報整理法(情報の抽出・加工・整理・保存など) 29.6% 5.3% 
レポート・論文作成法 37.7% 9.3% 




その他 8.2% 3.7% 
 













講義形式(実演を含む) 96.2% 77.2% 
ツアー形式 13.2% 19.5% 
上映形式(ビデオなど) 10.1% 14.7% 
演習形式 68.6% 54.2% 
その他 3.1% 0.5% 
 
設問 8「8. [(5)で「実施していない」とした場合のみ回答]実施していない理由



























実施場所(会場)の確保が難しい 5.4% 2.9% 
施設・設備や機器、資料が不十分 2.7% 7.9% 
職員が忙しく、人手不足 28.4% 22.4% 
職員の指導力が不足 6.8% 5.3% 
図書館内の理解が不十分 0.0% 1.0% 
学内の理解や教員との連携・連絡が不十分 12.2% 4.2% 
実施しても効果が少ない 1.4% 1.4% 
参加(希望)者が少ない 13.5% 4.4% 
計画中・準備中 5.4% 9.1% 
 
4.2.3. 学科関連指導・学科統合指導 
設問 9「9. 学科関連指導を実施していますか。」の集計結果を表 17 に示す。









学科関連指導を実施していますか 61.1% 27.0% 
 















情報探索法指導(情報源・ツールの探し方、使い方等) 96.5% 97.2% 




























化されていますか。」の集計結果を表 21 に示す。「分掌規程に明文化」が 8.8%











分掌規程に明文化 23.5% 8.8% 
業務マニュアルに明文化 39.9% 16.2% 














レファレンス担当部署 12.2% 13.3% 
閲覧担当部署 14.4% 14.5% 
担当部署からなるチーム 12.2% 3.3% 
特定の職員 26.5% 14.6% 
特に決まっていない 21.7% 27.2% 
































ホームページ 50.4% 26.0% 
ポスター(掲示) 50.0% 32.9% 
びら・ちらし(配布) 30.9% 21.1% 
図書館報 10.9% 9.7% 
学内報 7.4% 6.3% 
館内・学内放送 10.9% 4.9% 
教員への連絡(電子メール・文書等) 69.1% 38.2% 
















利用教育のマニュアル整備 47.8% 23.8% 
利用教育のビデオ教材の作成 7.8% 3.0% 
利用教育のテキスト・プリント教材の作成 65.2% 35.4% 
館内研修会・勉強会などの実施 15.2% 7.2% 




その他 4.1% 3.7% 
 
設問 18「18. 図書館利用教育(集合形式)を展開していくうえでの課題だと考え




が 48.0%から 61.5%とさらに上昇している。 
 






予算の措置・拡充 2.6% 7.3% 
職員の配置・拡充 42.2% 30.5% 
施設・設備・機器の整備・拡充 15.1% 24.0% 
資料・ツールの整備・拡充 16.1% 22.5% 
教材の準備・拡充 13.0% 7.9% 
館内理解の促進(情報交換等) 3.1% 4.5% 
職員の指導力の向上 53.1% 37.9% 
教員との連携・連絡や学内理解の促進 61.5% 48.0% 
参加者の増加やそのための広報等 27.6% 26.0% 















実施している 53.4% 54.5% 
















サービス案内(施設・設備、サービス等の紹介) 92.8% 94.7% 
情報探索法指導(情報源・ツール等の探し方、使い方等) 64.0% 48.8% 









































高校生を対象とした、公開講座の開催 17.9% 28.3% 
高校生を対象とした、大学の通常授業の履修 17.9% 26.3% 







行っていない 8.5% - 








































は 73.4%から 42.7%とおよそ 30%減少している。ただし、「高等学校と大学が連










高等学校との意見交換会等 42.7% 73.4% 
高等学校の授業見学 10.3% 10.6% 
高等学校の学習内容や履修状況の把握 13.2% 14.9% 
高等学校教員への研修機会の提供 12.8% 19.4% 




行っていない 15.4% - 






















































大学が 3校、中規模大学が 3校、小規模大学が 2校であった。 
 
















































附属高校・系列学校がない 1.8% 64.0% * 
高校生はサービス対象者に含まれていな
い 
30.4% 33.3%  
実施する必要性がない 16.1% 13.5%  
対象となる高校との物理的な距離が遠い 8.0% 4.5%  
職員が忙しく、人手不足 33.9% 19.8% * 
職員の指導力が不足 9.8% 6.3%  
図書館内の理解が不十分 2.7% 0.9%  
学内の理解や教員との連携・連絡が不十
分 
18.8% 5.4% * 
実施しても効果が少ない 4.5% 2.7%  
参加(希望者)が少ない 4.5% 4.5%  
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